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一 介護する娘の語 りか らみる、母親 との
関係性の意味づけ










































































































































































































































































4つ の期 とは、1年 目から4年 目(第1期)、5年 目

















































































































































M,)と スミス(Smith,R)、 フィエン(Fier,J.)の 所





































































































高 校 生 か ら見 た親 の 期 待
親の伝 えかた ・子 どもの感 じかた一一
高 木 枝美子(TAKAGIEmiko)
親 の子 どもへの期待は子 どもの発 達環壌 を決定す る
基盤(柏 木,1990)で ある。柏木 ・東(1977)の 母親
にお ける幼児 への発達期待 に関す る研 究以降、親の期
待が子 どもへ与える影響について多 くの研究が行 われ、
最近で は、子 どもか ら見た親 の期待にっいての研究 も
増えている。 これまでの研究の多 くは、親子 どち らか
一方か らの分析に とどまってい るが、子 どもが親の期
待に 自分の希望を投影 して認知 した り、親が認知 した
子 どもの希望を 自分の期待 として支持す るこ とがある
だろ うから、一方 のみの調 査には限界がある。 また、
親の期待 にっいては、 どんな期待をするかだけではな
く、子 どもが どのよ うに認識す るかが重要であろ う。
親子両方の視点か ら研究 を行 うことで、親の期待につ
いての親子の認識の重な りとずれの実態 が明 らかにな
るだろ う。
そ こで本研究では、高校生の子 どもと親の各視点 か
ら親 の期待 とその伝 えかた、感 じかた について検討 を
行った。方法として、大阪府在住の高校 生とその親35
組に親子独立で半構造化面接 を行 った。その結果か ら、
親の期待 についての親子それ ぞれの認 識、親の期待の
非言語的 ・非明示的表現 による伝達にっいて考察を行
った。
親 の期待 についての親子それぞれ の認識がずれてい
ることは必ず しも問題 ではな く、ずれ ていて も平穏 な
家族 関係 を維持で きることがあ ると分 かった。 また、
子 どもが親 との関係 に満足 している場合、子 どもは親
の言葉 をネガティブに解釈 しせず 、親 の期待 は子 ども
の励み になるな どの良い影響 をもた らす と思われ る。
一方 、親 との関係 に不満 を抱 えてい る子 どもは、親の
意図 を深読み してネガティブな解釈 をすることが示 さ
れた。 したがって、子 どもが感 じる親 子関係 の質は、
親の期待 にっい ての子 どもの認識に影響 を及ぼす と考
えられ る。 また、親が期待が子 どもに とって重荷にな
るのではないか と心配 した り、期待 を押 しっけないよ
う配慮をす る一方 で、子 どもは親 の期待を重荷ではな
く、む しろ励 みに感 じた り、嬉 しい と感 じた りす るこ
ともあった。子 どもが親 の期待 を肯定的に捉 える要因
として、子 どもに対す る親 の理解 ・支援、親子の 目標
や価値観 の一致、努力 しよ うとい う子 どもの 自覚、良
い親子関係が あるのかも知れない。逆 に、 もっと子 ど
もの学習や進路に積極的 に介入すれば 良かった と反省
す る もい るが、子 どもは不満 には感 じていない場合
もある。 この要因は、子 どもの決定 を支援 する親の一
貫 した姿勢や親 に対する信頼感にあるのか も知れない。
また、子 どもに強い期待 をかけない親 に対 して、子 ど
もは もっ と期待 してほ しいと感 じる場合 もある。親の
期待 を重荷 にな るもの として子 どもが捉 えないのは、
互いに遠慮す るこ とな く話が できる親子の関係性 が基
盤にあるか らか も知れない。 よって、親は高校生 とは
難 しい時期だ と思 いこんだ り、子 どもとのや りとりに
ついてむやみに不安 にな る必 要はないだろ う。だが、
家族や周 りの配慮が必要な場合 もある。 子 どもの 目標
と親の期待 が異な り、親 の期待に応 えることはできな
いと子 どもが感 じる時は、親子が しっか りと話 し合い、
親 はその期待 を見直 して子 どもの 目標 と折 り合いをつ
け、引き続 き子 どもに助言や支援 をす ることができる
か ど うかが、その後 の親子関係 の質 を左右す るのでは
ないだろ うか。 これ らを総合す ると、親の期待 にっい
ての子 どもの認識は、子 どもが感 じる親子関係の質や
親の養育態度 に影響 され ると考えられ る。子 どもの適
応 には子 どもが親 との関係や親の態度 を どの よ うに認
識 しているかが鍵 とな りそ うだ。
そ こで、親の養 育態度 と期待 につ いて 、Baumrind
(1971)の 親 の養 育態度 にかんする基本的枠組 みに従
って、典型的な3ケ ースの考察を行った。 「権威主義的
な親」の期待は、将来、子 どもが経済的に不 自由 しな
い ようにとい う親 心によるものではあるが、子どもの
意志は全 く尊重されていない期待で ある。子 どもは、
親 に従順ではあるが、親がいない場では、 自分ひ とり
でや りとげ られない ことがある。 また、親は期待が子
どもにとって重荷にな るとは思 っていない。 しか し、
子 どもは重荷に感 じる時がある。「権威主義的な親」は、
子 どもの将来の職 業について も、子 どもの希望や適性
を無視 した期待 を押 しつけるとい うことが考えられる。
また、親 は子 どもの進路選択の動機 を"親 がすすめた
一96一
"で はなく"子 どもが選んだ"に す り替 えよ うとす る
可能性 が見いだ された。そ うす ることで、親 は 「あな
たが選 んだのだか ら」 と子 どもに責任を感 じさせ るこ
とができる。 その結果、子 どもは自分の本 当の目標 を
見出せな くなるのではないか。今後、子 どもは自分が
何を したいのか、何 をする必要があるかを自覚 し、親
は子 どもの意志や適性 を考慮 して期待 を見直す必要が
あるだろ う。一方、「権威 のある親」は、子 どもの将来
に関心をもちながら、干渉 しすぎずに見守っている。「権
威のある親」は、子 どもの将来の職業 について強制す
るような期待はせ ず、子 どもの意志 を尊重 しなが ら、
親の職業観 も伝 える とい うことが考 えられ る。そ して、
子 どもは親の期待 を真摯に受 け止 め、 自分の決 めた道
を進 も うとするよ うだ。 「許容的な親」は、子 どもの好
きなよ うにすれば良い と言 うが、子 どもが 目標 をもっ
て学ぶ ことを支援 しよ うとす るわけではない。子 ども
は親か ら強い期待は言われないから気楽 に感 じてい る。
「許容的な親」は、はっき りと した期待 を子 どもには
示さず、積極的 に自立を促そ うとしていない と考え ら
れ る。子 どもは、将来の目標についても親任せ に して
しま う可能性があ る。事例では、父の影響 については
っき りしないが、父 は子 どもに意 見を して子 どもと衝
突 し、母は父に意見す る様子が うかが えるので、実際
には親 の期待や子 どもの感 じかたはもっと複雑 なもの
かも知れない。
期待についての非言語的 ・非明示的な伝達につい て、
親が期待を間接 的を伝え ようとす る背 景には、 あま り
言 うと子 どもの負担 にな るのではないか とい う配慮、
子 どもは親 の気持 ちを言わな くて も酌 んでい るだろ う
とい う考え、子 どもは親 の背 中を見て育つ ものである
とい う信念 な どがあ った。また、親 が伝 えよ うと意識
していない期待 を子 どもは察す ることがあると判 明 し
た。例 えば、成績が上がった時に親が喜んでいる姿や、
試合 を応援 して くれ る様子を見て子 どもは親 の期待 を
感 じるこ とがある。期待の内容 としては、生き方 ・学
習 ・部活動 ・進路な どが あった。期待が伝わる状況 と
しては、マ スコミな どで取 り上げ られ る話題 について
の意見、子 どもの 目標 ・学習 に対す る協力や 支援、 き
ょうだいや他の家族 の様子、第三者 との会話 な ど日常
の様 々な場面が上げ られた。つ ま り期待 の伝達 は、親
一子の二者間だけでなく、家庭や学校 、社会 などあ ら
ゆる文脈でいろい ろな人を巻 き込んで行 われ るこ とが
明 らか となった。また、非言語的 ・非 明示的な期待 メ
ッセージは、子 どもにとって励みや支 えになりうるこ
とが分かった。また、はっき りと言 うよ りも、期待 を
素直に受け入れ られ ることもあると分かった。しか し、
その効果 を意識 して、親が非言語 的 ・非明示的な表現
を用いるのかどうかまでは分か らなか った。 また、子
どもとって重荷になる非言語 的 ・非明示的な表現は見
出せなかった。
本研究では、子 どもの心がよ く分か らないと不安に
感 じる親の姿が見 られた。一方、親の気持 ちを違 う意
味に解釈 して傷つい ている子 どもはいても、親の心が
よ く分か らないと悩む子 どもは見 られなかった。 しか
し、今回の調査協力者では見 られなかった、 あるいは
このインタ ビューの中では引 き出せ なか ったのかも し
れない。実際 には親 の顔色を うかが う不安な高校生が
い るはず である。学校現場において支援が必要な生徒
は このよ うなタイプの子 どもである。今回の調査では、
対象者 の特性 を限定せず、高校 の種類、親 の職業、学
年や性別等が多様 で変化に富んだ幅広い協力者が集 ま
った。 しか し、結果的には親子 が激 しく対 立 している
よ うな組み合わせは見 られ なかった。 インタビュー調
査に協力 して くれ る親子は、関係が良好 であるか、対
立 している問題 を抱 えているとして も結合性が高いの
かも知れ ない。その意味で、本研究の方法は不十分で
あった と考 える。 今後は、 もっと多様な養育態度や家
族関係の親子を対象 と した調査 が必要である。
本研究で 明らかになった内容は、学校現場での生徒
指導、進路指導等あ らゆる場面で実践に活 かす ことが
で きるものである と思 う。 教員 は親の養 育態度や親 子
関係に配慮を して、支援する必要がある。
また、今回の調査 では、親 と子 どもを対 に して、双
方の視点か ら検討 できた点で意義がある と思 う。 しか
し実際には、親の期待の伝達 には、き ょうだい ・祖父
母 などの家族 、教師 ・友人等周辺の人々、環境も関わ
っていた。 そのた め親子のみの調査では把握 しきれな
い課題が多 く残 されている。今後は、家族全員の視点
から親の期待 を見 ることが必要であろ う。 また、親の
期待 も子 どもの目標 も家族関係 の質 も固定 したもので



































































と性格評定 「BigFive」 を行 った。そして、生後2ヶ
月に、妊娠期 と同様 に、再度WMCIイ ンタビューと
質問紙を行った。 さらに、親の情動認知の測定 とし
て、「IFEELPict町es」(Emde,Osofsky,&Butterfield,
1993)の 日本版 を実施 した。また、親子 の自由相互









































































































































難 さを抱え続ける当事者 と最初に関わる存在 として、
さらに立場上、その病いを回避することも拒否するこ
ともし難い存在として、家族(主 に母親)の存在がある。
そこで、TG当 事者 とその家族(主 に母親)の 病いの経
験 を捉えることを本研究の 目的 とした。TG当 事者と
家族の関係性を紐解いていくことは、TGに 関わる際の
臨床実践的な意義があるだけでなく、社会的葛藤や齪
擁 を抱える全ての状況の人々になん らかの 「応 え」
なるものを与え うると思われた。
2.研 究参加者
TG当 事者を抱える1家 族(ハル:TG当 事者、ソラ:











家族成員 らによる縦断的な複数の語 りを扱 うときの
視点 として、①羅生門的語 り及び②経験の語 り直しと












した。1,問 題 と目的及び3,方 法を踏まえ、4つ の
リサーチクエスチョンを設定した。
①TG当 事者 と母親の語 りか ら、母子が経験 した人生
イベン トを明 らかに し、そのイベントに対す るそれぞ
れの意味づけから、母子に経験 される病いにっいて明
らかにする。 → 結果1




接近することを可能 とする。 → 結果2
③ 母親による病いの経験の語 り直しに注 目し、その
プロセスについて検討する。 → 結果3







校に関するイベン ト及びTGに 関するイベ ントが病い
の経験 として構成された。これ らの二大人生イベ ン ト
の性質か ら、母子の人生における病いの経験の中心
は、TGイ ベン トそのものにあるのではな く、長期
にわたって 「顕在的」であった不登校イベ ン トであ
ることが明らかになったが、ハルが家族にTGで あ
ることをカミングア ウ トした時点で、過去か ら現在










ルのカ ミングアウ ト前後で変容 し、アキに情緒的安堵
をもた らした。一方、マサにっいては、何 も語らない
とい うマサの選択について、考察を行った。








語 り手の責任を引き受け、他者 と応答 しつづけるソラ
の姿が見出された。
















1.問 題 と 目的
岩 井 泰 穂(IWAIYasuho)
我 々日本人にとって、 「神道」は生活と切り離す事の
できない存在である。生まれてから今まで一度 も神社






























場か ら見た信者 さんの様子な どについてお話を伺った。
その上で信者 さん10人 にインタビューを行い、信者さ
んの中で稲荷信仰が どんな存在 となっているのか とい
う事を中心にお話を伺った。
3.結 果と考察





















の心の不安から信仰 に入った と語っている。そ して、
「神様に何をお願いするのか」とい う質問に至っては、
「商売繁盛」 と答えた人はゼロであ り、皆 「日々の健
康、無事」をmに 挙げた。もちろん商売を している
以上、商売に関する語りも見 られたが、神様に対する






































だしつけが繰 り広げられる場面であ り、 日常性 を損な
わずに自然な親子の情動的コミュニケーションの実態
にせまるためにはふさわしい場面である。観察対象は、
食事場面の発達的変化 とい う観点から月齢を設定 し、
生後6ヵ 月児(男 児2、 女児2)、 生後12ヶ 月児(男 児










親子が関わ りあ う場面であ り、その関わ り方は二項関
係か ら三項関係へと変化す ることによって複雑化 した。
同時に、関わりあう場面はポジティブだけではなくネ
ガテ ィブな情動 もともない得る場面 となった。②ネガ
ティブな情動をともな うのは、子どもの要求が表れる
や りとり場面であり、その要求はすぐに途絶える執着
のないものか ら、達成 されるまで納得 しない、手段 一
目的関係を備えた確固としたものへと変化 した。それ
にともない、不満が激 しく表出 されるようになると同
時に満足 とい うポジテ ィブな表出をも見られ る行動へ
と変化 した。以上のよ うなや りとりに大きく変化が見
られた6ヵ 月児一12ヵ 月児では、上述の情動面の変化

























自 己イ メー ジ に お け る 「根 づ き」 に
つ いて








木画の 「根J或 いは 「木の浮き上がりJと いったイメ
ージに表れると仮定し、インタビューを通 じてそのイ




つま り 「根づき」の動的過程である 「根づく」様子を
追って示すことは難 しいが、いまここにおいて示 され
る表現は 「根づき」つまり 「根づ く」とい う過程にお
ける一場面として考察するに値すると考えた。




ではなく変化するもの」であ り「繰 り返 し再構成され、
変容 し…変身の可能性を含んだ存在 」とされる。その
変身 は自己の 「人生物語をつ くりかえる」ことによっ
てなされるが、「根づき」は 「変容」ではあるが 「物語」
からの 「解放」を射程に入れた、「物語」とい う 「自己」








先ずr根 づき」の対概念 としてエ リクソンの 「アイ
デンティティ」を問題 とし、「アイデンティティ」と対






て臨床心理学分野で使用 されている樹木画な どを通 じ
て先行研究された 「根」のイメージについて検討した。
最後に、樹木画に見られる 「根づき」の表現 とそこ
で語 られた 「イメージ」を例示 し、「根づき」に重ねる





































































































































































て取 り上げられることが多い。 しかし、その教育 目標












































どを調べたものがあるが、保育園 とい う場で子 どもが
どのよ うに発達していくかを調べた研究は少ない。保
育園で多くの他児といることで子 どもはどのような要





































そ してそれ らを、自分のことを見て欲 しい要求 と、自


























女性 の 「物 語」 とラ イ フス トー リー
一 「エ リザベー ト」をめぐる語 り
塚 本 朱 里(TSUKAMOTOJuri)
〈問題 と目的〉
人生を大きな物語 ととらえたとき、女性を主人公 と
した物語のほ とんどが 「結婚」で終わ り、その後を描
いていないことが目立つ。ハイルブランはそ うした物





ここで、女性 の 「結婚後」物語 として ミュージカル




分を補い、女性 が結婚を含んだライフス トー リーを語
る際のモデルにな りうると考えた。
本研究では物語モー ドを用い、結婚を経験 した人 ・
していない人双方の語 りから 「結婚後」物語の意味を
考える。方法 として、ライフス トー リー ・インタビュ
ーを用いる。
目的は以下の通 りである。
①結婚後ス トー リーである 「エ リザベー ト」の物語に
対 して、語 り手のライフス トー リーはどのように重ね
て語られるのか。年齢や文脈によって、物語のとらえ
方やライフス トー リーの内容が どう変わるのかを含め
て明らかにする。




してKJ法Uil喜 田 、1967)で 整 理 した 。
〈結果 と考察〉
語 り手と 「結婚」 との距離により、「結婚後」物語で
ある 「エ リザベー ト」 と語 り手のライフス トー リーと
の関係に変化が見 られた。
結婚を身近に考えていない語 り手の場合、 「エ リザ
ベー ト」は単なる 「お話」 となり、自分の人生の物語
のモデルにはならない。(〈切 り離された語 り〉)
これに対 して、実際に結婚を経験 した語 り手には、
自分の物語 と 「エ リザベー ト」を重ね合わせ、比較 し
て語る く地続きの語 り〉が、また、結婚を自分の問題
として考えている若い語 り手には、〈エ リザベー ト〉物
語を自分の人生の物語のモデル とする 〈仮託 された語
り〉が見られた。
また、40歳 以上の語 り手と40歳 未満の語 り手では、
〈私〉物語 と 〈エ リザベー ト〉物語の現れる順が逆で
あった。40歳 以上の語 り手は、既に経験 したことのあ
る 〈私〉物語を優先 し、その後、それ と対比 して 〈エ
リザベー ト〉物語を語った。これに対 して40歳 未満の
語り手は、未知の世界を描いた 〈エ リザベー ト〉物語
を先に語 り、その後、それに対応 して く私〉の未来の
物語が語 られた。また、エ リザベー トの生き方への評
価についても、年代によって見解が分かれた。














ミュージカル 「エ リザベー ト」のファンの女性9人 に





中 川 優 子(NAKAGAWAYuko)


















































































習 の時間においても,「 自ら学び,自 ら考える力の育
成」に適 した方法 と考えられている。また2003年 に高






本稿では,NIEの 定義や概略,歴 史的経緯を整理 した
上で,NIEが どのように情報活用能力の育成に貢献 して
い るのかを具体的な実践に即 して論 じる。
第1章 では,日 本におけるNIEの 概要を整理 した。
まず第1節 では,そ の定義と歴史的経緯をまとめた。
発祥国のアメリカにおいて,識 字教育,活 字離れ対策,








続 く第1章 第2節 では,NIEの 実践の分類を行った。
数人の論者の分類を引用 した上で,こ こでは新聞作 り
をその範疇に含めている山下佳子の論に従い,「 新聞
利用学習」「新聞理解学習」「新聞作 り」の3つ の側面




第1章 第3節 では,そ うした情報活用能力の定義を












次に第2章 第2節 では,細 川 ・西森 ・浅田らの事例
研究 「『本物』の新聞づ くり」を取 り上げた。本実践は
「受信者の調査や想定によって情報発信を中心にした




































































































現 代 大学 生 の 「生 き方 」考
一一死生観との関わ りか ら一






視されている。立川(1988)や 村上(1983)に 沿 うなら
































調査は大学生100人 を対象 として行い、大学生の 「生







































子 どもが第一子のみで生後23日 から2歳2ヶ 月まで
の母親96名 を対象に、郵送あるいはメールによるアン
ケー ト調査を行なった。その中で面接調査の協力者を





離乳の不安は、食べない/食 べ過 ぎ/ア レルギー/作








法 ・タイミングが不明/母 体/仕 事復帰/断 乳か卒乳
か/大 変そうにまとめられた。母乳育児の長所は、愛
情を感じる/母 親の実感/他 の心理的な好影響/子 が
健康/母 が健康/手 間が不要/経 済的/荷 物が少量に
まとめられ、短所は、代わりがなく預けらない/苦 痛
/量 が不明/腹 持ちが悪く授乳回数が多い/時 間がか
かり用事ができない/場 所に困る/食 事制限/お っぱ
いに依存にまとめられた。子どもに愛情を感じ、母親
の実感があり、子どもとの絆を感じる生活場面は、母
乳を与えている者の多くが授乳場面を記述したが、生
活場面に関係なく 「他の誰でもなく私だけが子どもに
必要とされている」という文脈の回答が目立った。
インタビューにおいて、母乳育児への圧力を意識し
ていない者は、自らの授乳形態に関わらず利便性や苦
労の度合いといった尺度で授乳形態を比較する発言が
主だったのに対し、母乳育児への圧力を意識 している
者は、母乳育児ができた場合の達成感が強く現れた一
方で、できなかった場合の否定感情も強く現れていた。
5.考 察
母乳育児の長所と短所は多くの項目において人工栄
養との比較で捉えられ、その捉え方は表裏一体の関係
にあった。授乳形態は母親の意思も踏まえ、産後の母
乳分泌量や母親の負担などに合わせて調整されている
ようだ。全体的には、離乳開始まで母乳を与えられれ
ばいいという意識があるように思われる。「母乳信仰」
と言われる状況は、ほとんどは受身的、無意識的に捉
えられているようだ。母乳育児の長所は心理的な好影
響があることであり、また、生活の中でそのことを感
じさせるのは母乳を与える場面が挙げられやすい。 し
かし、それ以上に子どもに 「他の誰でもなく私だけが」
必要とされている状況が母親にとっては重要そうだ。
よって、母乳を与えることの心理的な好影響は、授乳
行為そのものからではなく、その行為が母親にしか出
来ないために自分は子どもに必要な存在だと感じられ
て発生するものと考えられる。そして、それは母乳を
与えることが絶対ではないことを示唆している。
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